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第１章 下水道プラン改定にあたり 

第１章 下水道プラン改定にあたり 

１. 計画改定の趣旨 

瑞穂町は、昭和 49 年度から下水道事業に着手し、令和元年度末時点で下

水道普及率は、98.1％となっています。しかし、未普及地域への下水道整

備、都市化の進展やゲリラ豪雨※による浸水被害への対応、施設の老朽化や

耐震性など、下水道は新たな課題に直面しています。 

これらの課題に対応するため、今後は、未普及地域への汚水整備促進、雨

水整備、耐震対策、適正な維持管理などの施策を推進する必要があります。 

また、下水道事業を取り巻く経営環境は、人口減少や節水型社会の浸透に

よる使用料収入の減少、施設の老朽化に伴う更新費用の増加などにより厳し

さが増しています。 

このような中、公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続していくた

めの中長期的な経営の基本計画である経営戦略を令和 2 年度までに策定す

ることが求められています。経営戦略とは、施設・設備に関する投資の見通

しを試算した「投資試算」と財源の見通しを試算した「財源試算」を構成要

素とする「投資・財政計画」について、投資以外の経費も含めた上で、収入

と支出が均衡するように調整した収支計画です。 

このため、瑞穂町では、経営戦略の内容も加え、経営戦略の要件を満たす

形で「瑞穂町下水道プラン」を改定しました。 

 

２. 計画の位置付け 

本計画における施策の内容や実施スケジュールは、上位計画や関連計画と

の整合を図ります。 

 
図 １-１ 下水道プランの位置付け 

─ 

※ ゲリラ豪雨：ごく限られた範囲に集中して一度に降る雨（局地的大雨、集中豪雨） 

第5次瑞穂町長期総合計画

【将来都市像】

すみたいまちつながるまちあたらしいまち

～“そうぞう”しよう みらいにずっとほこれるみずほ ～

令和2年度策定

瑞穂町下水道プラン

【基本理念】

快適で安全な社会を支える下水道

【基本方針】
１．快適に暮らせるまち
２．安全に安心して暮らせるまち
３．健全な下水道経営

【関連する町の計画等】 【関連する国、都の計画等】
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第１章 下水道プラン改定にあたり 

３. 計画期間 

本計画の期間は、令和 3 年度（2021 年度）を初年度とし、令和 7 年度

（2025 年度）を目標年次とする短期計画、令和 12 年度（2030 年度）

を目標年次とする中期計画、令和 32 年度（2050 年度）を目標年次とする

長期計画に分けます。 
 

  表 １-１ 下水道プランの計画期間 

 
 

 

本計画のうち、経営戦略の対象期間は令和 3 年度から令和 12 年度の 10

年間とします。なお、今後は毎年度進捗管理を行い、３年から５年を目途に

経営戦略の見直しを行います。 

ただし、事業の進捗や社会情勢等の変化により著しく現状とかけ離れる場

合には、適宜見直しを行います。 

経営戦略は、策定して終わりではなく、計画と実績との乖離と原因の分析

と、分析結果の企業経営や「経営戦略」への反映が重要なため、「計画（Plan）

－実施（Do）－検証（Check）－改善（Action）」のサイクルを導入します。 

 
図 １-２ PDCA サイクルの導入  

令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和 令和
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瑞穂町
下水道プラン

経営戦略

第５次瑞穂町
長期総合計画

年度 ～

短 期

中 期

長 期

基本構想

後期 基本計画

経営戦略

P
(計画)

D
(実施)

C
(検証)

A
(改善)

経営戦略の事後検証 
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第２章 下水道事業の概要 

第２章 下水道事業の概要 

１. 瑞穂町下水道のあゆみ 

瑞穂町公共下水道事業は、昭和 49 年 2 月に福生都市計画下水道の公共

下水道として都市計画決定し、昭和 49 年 12 月に多摩川上流処理区流域関

連公共下水道※として事業認可を取得しました。 

令和元年度末で、下水道処理人口普及率は、98.1％であり、雨水整備率※

は、46.0％となっています。 

 
表 ２-１ 瑞穂町公共下水道事業のあゆみ 

  

 

  

─ 

※ 流域関連公共下水道：流域下水道に接続する市町村単独の公共下水道 

※ 雨水整備率：整備済み面積÷事業（認可）面積 

瑞穂町公共下水道事業のあゆみ

昭和49年 2月 都市計画下水道の決定
昭和49年12月 事業認可を取得
昭和54年 8月 一部地域で公共下水道の供用開始（面積：118.81ha）
昭和58年 3月 公共下水道駒形汚水中継ポンプ場完成（汚水）
昭和58年 3月 下水道処理人口普及率 50.8%（汚水）
昭和62年 3月 下水道処理人口普及率 88.8%（汚水）
平成10年 3月 下水道処理人口普及率 91.5%（汚水）
平成10年 3月 雨水整備率 37.3%（雨水）
平成23年 3月 元狭山調整池完成（雨水）
平成25年 3月 雨水整備率 45.8%（雨水）
平成25年 3月 下水道処理人口普及率 96.7%（汚水）
令和 2年 3月 雨水整備率 46.0%（雨水）
令和 2年 3月 下水道処理人口普及率 98.1%（汚水）
令和 2年 4月 公営企業会計移行
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第３章 下水道事業の現状と課題 

第３章 下水道事業の現状と課題 

本町における、下水道事業の現状と課題を整理しました。以降、整理した

結果を示します。 

 

１. 汚水整備の状況 

 

 

● 令和元年度末時点で下水道普及率は、98.1%に達しています。 

● 下水道普及率の向上に伴い、残堀川、不老川の水質は改善され

ています。 

 

 

 

● 下水道普及率 100％の早期達成をめざし、整備を進めていく

必要があります。 

✔ 殿ヶ谷土地区画整理事業地内の整備 

✔ 市街化区域の未整備区域の整備 

✔ 市街化調整区域内の事業認可区域の整備 

 

２. 雨水整備の状況 

 

 

● 令和元年度末時点で約 302ha の整備を行いました。 

● 放流先河川における対策（浸水被害の軽減など）を実施しまし

た。 

✔ 残堀川 … 平成 19 年度に改修工事完了（東京都施工） 

✔ 不老川 … 平成 22 年度に元狭山調整池を設置 

 

 

 

● 道路整備や土地区画整理事業の実施にあわせ、計画的な整備を

進めていく必要があります。 

 

  

現 状 

課 題 

現 状 

課 題 



 

5 
  

第３章 下水道事業の現状と課題 

３. 耐震対策の状況 

 

 

● 下水道施設の耐震化を推進しており、主要な管渠の耐震化は完

了しています。 

● 下水道の機能が維持できるよう、種々の計画を策定・改訂しま

した。 

✔ 瑞穂町下水道総合地震対策計画 

 （平成 25 年度策定・平成 30 年度改訂） 

✔ 瑞穂町公共下水道業務継続計画（下水道 BCP） 

 （平成 27 年度策定・平成 30 年度改訂） 

 

 

 

● 立川断層帯地震が発生した場合は、下水道施設の被害が想定さ

れます。 

● 駒形汚水中継ポンプ場は、耐震診断により、一部耐震を満たさ

ないとの結果が出ています。 

✔ 駒形汚水中継ポンプ場の施設、設備を含めた改築計画を策

定予定 

● 避難所等にマンホールトイレを整備していく必要があります。 

 

 

図 ３-１ 重要な幹線等位置図（汚水） 

（出典：瑞穂町公共下水道業務継続計画） 

  

現 状 

課 題 

駒形汚水中継ポンプ場 

残堀川 

不老川 

重要な幹線等 
凡例 

緊急輸送道路 

避難所 
要援護者関連施設 

残堀川幹線 

©OpenStreetMap conributors 
JR 八高線 JR 青梅線 
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第３章 下水道事業の現状と課題 

４. 維持管理の状況（管路） 

 

 

● 令和元年度末時点で管路延長は約 214km になります。 

✔ 汚水管路 … 約 179km 

✔ 雨水管路 … 約 35km 

● 管路の状態を把握するため、年間 2km 程度のテレビカメラ調

査を行っています。 

 

 

 

● 令和元年度末において、布設から 30 年以上経過した管路延長

は約 161km になります。布設後 30 年経過した管路は、道路

陥没の危険性が上昇します。 

● 令和 10 年度～令和 20 年度に耐用年数を経過し、更新のピー

クを迎えます。 

● ストックマネジメント※計画に基づき、ピーク事業量を平準化

し、効率的な更新を行う必要があります。 

 

５. 維持管理の状況（ポンプ場） 

 

 

● 毎年、維持管理・点検を行い、補修等が必要な箇所には、補修

工事を行っています。 

✔ 硫化水素対策として、薬液タンクを設置（平成 21 年度） 

✔ 溢水対策工事完了（平成 30 年度） 

✔ 不明水対策工事実施中（令和元年度～） 

 

 

 

● ストックマネジメント計画に基づき、ピーク事業量を平準化

し、効率的な更新を行う必要があります。 

 
図 ３-２ ストックマネジメント計画における更新費（ポンプ場） 

─ 

※ ストックマネジメント：持続可能な下水道事業の実施を図るための計画（明確な目標を定 

め、膨大な施設の状況を把握、評価し、中長期的な施設の状態を

予測しながら施設を計画的かつ効率的に管理することです。） 
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第３章 下水道事業の現状と課題 

６. 経営の状況 

 経営の状況 

● 令和 2 年 4 月 1 日に地方公営企業法の財務規定等を適用（法適用）しました。 

● 法適用前の収益的収支は毎年度黒字となっており、業務指標も類似団体と比較し

て良好です。しかし、法適用後は、業務指標の経費回収率の算出方法が異なり、悪

化する見込みです。 

● 決算数値や業務指標に注視しながら、持続的に安定した下水道経営を実施する必

要があります。 

 

  
図 ３-３ 収益的収支の状況 

 

(１) 水洗化率の状況 

 

 

● 水洗化率は年々上昇しており、令和元年度末時点で水洗化率は

98.4%と高い水準にあります。 

 

 

 

● 水洗化率が 100%となるように取り組む必要があります。 

  
図 ３-４ 水洗化率の推移 
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第３章 下水道事業の現状と課題 

(２) 使用料収入の状況 

 

 

● 使用料収入は年々減少しています。 

✔ 処理区域内の人口減少に大きな影響を受けています。 

 

 

 

● 今後も、使用料収入が減少していくことが想定されます。 

✔ 節水意識の高まりや人口減少による有収水量の減少、など 

● 安定した下水道経営を行うためには、計画的な施策の展開が必

要となります。 

✔ 適正な使用料金の設定、維持管理費の削減、など 

 

 
図 ３-５ 有収水量及び使用料収入の推移 

 

(３) 一般会計繰入金の状況 

 

 

● 令和元年度における基準外繰入金は 183 百万円となってお

り、増加傾向にあります。 

 

 

● 「繰出基準」に基づかない基準外の繰入金を削減することが必

要となります。 

 

 
図 ３-６ 一般会計繰入金の推移  
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第４章 将来の事業環境 

第４章 将来の事業環境 

将来の事業環境については、以下のとおり見込んでいます。 

 

 

 

● 処理区域内人口は減少すると見込んでいます。 

✔ 令和 3 年度：31,787 人 

   → 令和 12 年度：29,979 人 

 

 

 

● 有収水量は減少すると見込んでいます。 

✔ 令和 3 年度：3,578,014m3 

   → 令和 12 年度：3,374,485m3 

 

 

 

● 使用料収入は減少すると見込んでいます。 

✔ 令和 3 年度：403 百万円 

   → 令和 12 年度：386 百万円 

 

 

 

● 汚水施設 

✔ ストックマネジメント計画に基づいた点検・調査を実施

し、効率的な改築を図る必要があります。 

● 雨水施設 

✔ 長岡 1 号幹線、殿ケ谷 2 号幹線の整備を進める必要があ

り、令和 3 年度から令和 8 年度にかけて整備の投資見込

金額が大きく生じています。 

✔ 雨水施設のストックマネジメント計画に基づく更新投資

については、令和 13 年度以降に実施することとしていま

す。 

● ポンプ場 

✔ ストックマネジメント計画に基づいた点検・調査を実施し

て効率的な改築を行うことが必要となります。 

✔ 溢水対策として、不明水対策工事を進めるとともに、圧送

管については、２条化等を行う必要があります。 

● 多摩川上流水再生センター（流域下水道施設） 

✔ 改築更新のため、流域下水道建設負担金及び建設改良負担

金を今後も負担する必要があります。 

 

 

 

● 下水道事業の運営は、令和元年度末時点で、都市整備部都市計

画課下水道係において行っていますが、更なる組織の充実を図

る必要があります。 

処理区域内 

人口 

有収水量 

使用料収入 

施設

組織
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第５章 基本理念及び基本方針 

第５章 基本理念及び基本方針 

１. 基本理念及び基本方針 

瑞穂町下水道プランでは、第 5 次瑞穂町長期総合計画の将来都市像の実

現にむけて、下水道事業における施策を着実に推進するよう、基本理念を『快

適で安全な社会を支える下水道』とします。 

また、基本理念を具現化するための基本方針を「快適に暮らせるまち」、

「安全に安心して暮らせるまち」、「健全な下水道経営」の 3 本柱とし、その

実現に向けた下水道事業（主要な施策）を展開していきます。 

 

 

 
図 ５-１ 基本理念の施策への展開 

快適に暮らせるまち

安全に安心して暮らせるまち

健全な下水道経営

快
適
で
安
全
な
社
会
を
支
え
る
下
水
道

基本理念

・快適な生活環境の確保

・河川などの水質向上
〇汚水対策の推進

基本方針

〇雨水対策の推進・浸水被害の軽減

主要な施策

・地震発生時の機能保持

・計画的な維持管理

〇財政の安定化・経営の健全化

〇耐震化の推進

〇維持管理体制の充実
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第６章 施設整備及び維持管理における今後の施策 

第６章 施設整備及び維持管理における今後の施策 

各施設に対して、整備や維持管理における今後の施策の方向性および展開

について示します。 

 

１. 「基本方針 1：快適に暮らせるまち」 

(１) 汚水対策の推進 

 

 

● 公共下水道事業計画区域内の未整備区域について、下水道施設

の整備を進めていきます。 

● 下水道施設を有効に活用するため、下水道への未接続世帯につ

いて、早期の接続を促進していきます。 

 

 

 

① 未普及解消 

✔ 殿ヶ谷土地区画整理事業地内は事業の進捗に合わせて整

備を行います。 

✔ 市街化区域内の未整備区域と市街化調整区域内の事業認

可された区域について、順次整備を進めます。 

✔ 汚水の下水道人口処理普及率 100％の早期達成を目指し

ます。 

② 水洗化の促進 

✔ 引き続き、戸別訪問等を活用した啓発活動の展開により、

下水道整備区域内における下水道への接続を促進します。 

 
図 ６-１ 整備計画図（汚水） 

施策の方向 

施策の展開 

©OpenStreetMap conributors 

残堀川 

不老川 

JR 八高線 JR 青梅線 

整備済み区域 

短期計画 

凡例 

長期計画 

中期計画 
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第６章 施設整備及び維持管理における今後の施策 

２. 「基本方針 2：安全に安心して暮らせるまち」 

(１) 雨水対策の推進 

 

 

● 浸水被害に備えるため、効果的な対策を重点的かつ効率的に実

施していきます。 

● 都市化の進展に伴う雨水流出の増大や大型台風、ゲリラ豪雨な

どに対応するため、総合的な雨水対策を行います。 

 

 

 

① 雨水幹線及び主要な雨水枝線の整備促進 

✔ 雨水幹線を優先的に整備します。 

✔ 新青梅街道の拡幅工事に伴う協定管の工事を行います。 

② 総合的な浸水対策の推進 

✔ 都市づくりの関係部局、防災部局などと連携を図り、貯留

施設などの総合的な浸水対策を推進します。 

✔ 施設整備などのハード対策に加えて、浸水関連情報を提供

するなどソフト対策の充実を図ります。 

 

 

 

図 ６-２ 整備計画図（雨水） 

  

施策の方向 

施策の展開 

残堀川 

不老川 

©OpenStreetMap conributors JR 八高線 JR 青梅線 

整備済区域 

未整備区域（認可区域内） 

凡例 

幹線整備 
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第６章 施設整備及び維持管理における今後の施策 

(２) 耐震化の推進 

 

 

● 大規模地震発生時に被害を受けた場合においても、施設への被

害の軽減を図り、できる限り下水道機能を維持できるよう耐震

化を推進します。 

● 避難所などで快適な生活環境を維持するため、トイレ使用の確

保を目指します。 

● 速やかな対応が図れるように初動体制及び応急復旧体制の強

化を図ります。 

 

 

 

① 管路施設の耐震化 

✔ 駒形汚水中継ポンプ場からの圧送管について、2 条化の検

討を行い、地震時においても、駒形汚水中継ポンプ場から

の流下機能を確保します。 

② ポンプ場の耐震化 

✔ 駒形汚水中継ポンプ場については、施設、設備、圧送管を

含めた改築計画を策定し、計画的に耐震化を実施します。 

③ 減災対策 

✔ 災害時においても、避難所での快適な生活環境を維持する

ため、マンホールトイレの設置を計画的に推進していきま

す。 

✔ 大規模地震時に、従来よりも速やかにかつ高いレベルで下

水道が果たすべき機能を確保するために瑞穂町公共下水

道業務継続計画（下水道 BCP）に基づき対策を行います。 

 

 

  

施策の方向 

施策の展開 
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第６章 施設整備及び維持管理における今後の施策 

(３) 維持管理体制の充実（計画的な点検・調査） 

 

 

● 定期的な管きょ内のテレビカメラ調査や目視調査等の計画的な

維持管理を実施し、道路陥没等の未然防止や下水道管路の流下

機能の確保を目指します。 

 

 

 

① 計画的な点検・調査の実施 

✔ ストックマネジメント計画に基づき、下水道区域内をブロ

ック分けし、計画的なテレビカメラ調査、目視調査を行い

ます。 

② 下水道台帳システムの充実 

✔ テレビカメラ調査や日常の維持管理情報を下水道台帳シス

テムに入力し、下水道台帳システムの有効活用を行います。 

 

 

 
（汚水） 

 
（雨水） 

汚水 

   
雨水 

   
 

図 ６-３ ストックマネジメント計画における管路の点検調査計画 

 

  

施策の方向 

施策の展開 

第 3期調査路線（2031 年～2035 年） 

第 1期調査路線（2022 年～2026 年）      第 5 期調査路線（2040 年～2043 年） 

第 2期調査路線（2027 年～2030 年）      第 6 期調査路線（2044 年～2046 年） 

第 4期調査路線（2036 年～2039 年）      第 7 期調査路線（2047 年～2051 年） 
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第６章 施設整備及び維持管理における今後の施策 

(４) 維持管理体制の充実（効率的な改築・更新） 

 

 

 

● ストックマネジメント計画に基づき、下水道施設の適切な維持

管理に努め、施設の長寿命化を図りながら効率的に施設の改

築・更新を実施します。 

 

 

 

① 計画的な改築・更新 

✔ コスト縮減を図るため、既設管路施設を有効活用する管更

生工法を採用するなど老朽管の長寿命化に努めます。 

✔ 駒形汚水中継ポンプ場施設は、改築計画を策定し、計画的

に改築・更新を行います。 

 

 

 

  

施策の方向 

施策の展開 
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第７章 投資・財政計画 

第７章 投資・財政計画 

経営戦略で策定した投資・財政計画の概要を以降に示します。 

 

１. 投資・財政計画の概要 

 

 

● 計画期間中においては、各年度で純利益が計上される見込みとな

っています。 

✔ 計画期間の前半は純利益の金額が増加するものの、後半にな

ると純利益の金額が減少します。 

✔ 令和 3 年度の純利益 … 5 百万円 

✔ 令和 6 年度の純利益 … 88 百万円 

✔ 令和 12 年度の純利益 … 34 百万円 

 

 

 

● 比較的規模の大きな建設改良費が計上される年度においては、資

本的収入及び資本的支出が多額となる見込みです。 

✔ 長岡 1 号幹線工事、殿ケ谷 2 号幹線工事 

● 計画期間中においては、各年度で資本的支出が資本的収入を上回

ります。 

✔ 不足する額は損益勘定留保資金等で補填し、資金収支上の問

題は生じない見込みとなっています。 

 

 

図 ７-１ 収益的収支の推移 図 ７-２ 資本的収支の推移 
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1,000
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第８章 整備目標及び総合計画 

第８章 整備目標及び総合計画 

１. 整備目標 

施設整備及び維持管理における今後の施策に対する整備目標は、以下のと

おりです。 

表 ８-１ 整備目標 

 

  

整備目標 内容

汚水対策の推進

 未整備区域の汚水整備を推進し、生活環境の

改善や残堀川・不老川の水質保全を図り、快適

に暮らせるまちを目指します。

雨水対策の推進
 雨水整備を推進し、ゲリラ豪雨や大型台風による

浸水被害の軽減を図り、安全に安心して暮らせるま

ちを目指します。

耐震化の推進

 地震被害の軽減を図るため、施設の耐震化を

推進します。また、災害時に避難所での快適な

生活環境が維持できるように、マンホールトイ

レの設置を推進し、安全に安心して暮らせるま

ちを目指します。

維持管理体制の充実

（計画的な点検・調査）

 道路陥没等の未然防止や下水道管路の流下機

能を確保するため、管路の計画的な点検・調査

を実施し、安全に安心して暮らせるまちを目指

します。

維持管理体制の充実

（効率的な改築・更新）

 施設の⾧寿命化を図りながら効率的に施設の

改築・更新を実施し、安全に安心して暮らせる

まちを目指します。

財政の安定化

 財政の安定を持続的に進めていくため、下水

道施設の適正な維持管理や適切な事業執行を行

い、収支バランスのとれた健全な下水道経営を

目指します。
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第８章 整備目標及び総合計画 

２. 総合計画 

施設整備及び維持管理における今後の施策および整備目標に対し、総合計

画を定めました。以下、総合計画のスケジュールと総合計画図を示します。 

 

(１) 総合計画のスケジュール 

 
表 ８-２ 総合計画のスケジュール 

 

 
  

基本方針 主要な施策
短期計画

(令和３年度～令和７年度）

中期計画
(令和８年度～令和12年度)

⾧期計画
（令和13年度～令和32年度)

事業計画区域内の整備 都市計画決定区域内の整備 開発事業に合わせて整備

整備目標 下水道普及率：98.5% 下水道普及率：100% 下水道普及率：100%

⾧岡1 号幹線の整備 幹線整備に基づく面的整備         中期計画に引き続き

殿ケ谷2 号幹線の整備 土地区画整理事業地内の整備   雨水整備を推進

整備目標 雨水整備率：54.3% 雨水整備率：58.9% 雨水整備率：70.0%

駒形汚水中継ポンプ場改築計画策定 駒形汚水中継ポンプ場耐震化 管路の耐震化

マンホールトイレの設置 圧送管路の２条化

整備目標
 駒形汚水中継ポンプ場改築

 計画の策定

 マンホールトイレ設置：75基

駒形汚水中継ポンプ場耐震化

圧送管路の2条化
管路耐震化率：100%維持

ストックマネジメント計画 ストックマネジメント計画 ストックマネジメント計画

  に基づく点検・調査   に基づく点検・調査   に基づく点検・調査

整備目標 点検調査延⾧ （5km/年） 点検調査延⾧ （5km/年） 点検調査延⾧ （5km/年）

テレビカメラ調査結果の整理   ストックマネジメント ストックマネジメント計画

  計画の見直し   に基づく改築・更新

整備目標
 駒形汚水中継ポンプ場改築

 計画の策定
維持管理データの整理

下水道施設機能の確保

100％

下水道経営健全化 下水道経営健全化 下水道経営健全化

整備目標 経費回収率：80.0% 経費回収率：80.0% 経費回収率：100%

健全な下水

道経営

(１)財政の安定化

快適に暮ら

せるまち

(１)汚水対策の推進

安全に安心

して暮らせ

るまち

(１)雨水対策の推進

(２)耐震化の推進

(３)維持管理体制の充実

(計画的な点検・調査)

(４)維持管理体制の充実

(効率的な改築・更新)
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第８章 整備目標及び総合計画 

(２) 総合計画図 

 

 

 
図 ８-１ 総合計画図 

整備済み区域 

短期計画 

凡例 

長期計画 

中期計画 

©OpenStreetMap conributors 

主な汚水幹線 

流域下水道幹線 

主な雨水幹線 

圧送管 

残堀川 

不老川 

駒形汚水中継ポンプ場  

 

○耐震化の推進 
 駒形汚水中継ポンプ場の改築計画策定 

 駒形汚水中継ポンプ場の耐震化  
○汚水対策の推進 
 都市計画決定区域 

  
○耐震化の推進 
 圧送管の 2 条化 

 
○雨水対策の推進 
 殿ケ谷 2 号幹線 

 
○雨水対策の推進

 長岡 1 号幹線 

 
○汚水対策の推進 
 事業計画区域 

JR 八高線 JR 青梅線 
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第９章 資料編 
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